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審美修復治療は、バイオミメティックアプローチという考え方の浸透、接着技術と疾

患の原因に対するアプローチが進んだ現在、必要最小限の処置で適切な効果をあげる

治療が目指されている。技術的にはマイクロスコープの応用により高い精密性と予知

性が得られてきている状況にある。 

本講演では審美修復治療における MI を考慮した治療計画立案、マイクロスコープを

応用したボンデッドポーセレンレストレーションの有用性について臨床症例をとう

して解説したい。また、イボクラ社の IPS e.maxシステムのMI治療における臨床的使
用方法についても考察する。 
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